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台風圏内における気圧・風・渦度の分布＊

冨　高　四　郎＊＊

　要　旨

　台風圏内の気圧分布を最も簡略で，精度のよい分布式として知られている藤田の式を用い，これにともな

う傾度風速，うず度の分布を詳細に算出した．

　この分布式から傾度風速の最大値およびそのあらわれる中心距離を求める関係式を導き，これを算出する

ノモグラムを作成した．

　従来，この分布式では，台風圏内のうず度は（＋）値のみで（一）域は表示できないと考えられていた．

今回この分布式でも詳細に調べると，周辺部では（一）のうず度域も存在することがわかった．

　さらにうず度（＋）　（一）域の境界の0値の位置を表示する近似式を求め，算出するノモグラムを作成し

た．さらに著者が以前作成した2種類の気圧分布式を用いたものと，気圧・風・うず度等の分布の比較検討

を行った．

　1．まえがき

　台風は毎年本邦に襲来し膨大な災害を与える強大なじ

ょう乱である．一般市民に重大な影響をもつ集中豪雨，

洪水，高潮，暴風などの予報をはじめ，航空・海運など

の各種の目的からも，台風の進路・発達・暴風雨などの

正確な予報が必要だ．

　このため，台風に関する気圧分布，暴風などに関する

研究は，かなり以前から永年にわたって，多くの人々に

よって行われて来た．

　しかしながら，じょう乱の規模が，1000km内外であ

り，特に広い南方海域に台風がある場合は，中心付近に

おける高層や，地上・船舶などの観測資料は少ない．

　また，わが国では，台風観測の可能な航空機は，まだ

一機も保有していないなどの条件もあって，中心域の観

測資料は少なく，この方面の研究を困難にしている．

　襲来時は，上陸することによって，急速に変化し，衰

弱過程に入ることが多く，暴風雨，高潮などの予報をふ

くめた発達衰弱過程などに関する一層詳細な数値予報が
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必要である．

　正野（1951）は永年の研究の結果，定常で円柱座標系

による大気の運動方程式で，接線，動径方向の風速成分

についての解を求め，これから単位底面積をもつ半無限

の気柱内の水平方向の発散量は，摩擦層内における傾度

風渦度に近似的に比例した量であることを示した．さら

に連続の式との関係から，この気柱内における収束量は

摩擦高度における鉛直流に比例するとした．

　1950年代から1960年代の前半にかけて，世界各国で行

われた台風の発生発達に関する多くの数値実験は，大積

乱雲に発達するまでで，実際にみられる強大な回転性の

台風じょう乱への発達がまだ実現できない時代であっ

た．

　大山（1964）は，地表摩擦収束が（＋）うず度に対応

すると考え，この収束によって生ずる上昇気流による水

蒸気の凝結によって放出される潜熱が台風のエネルギー

源になるとして取り扱い，この事が，強大な台風発達へ

の数値実験を成功させる突破口になったと言われてい

る．

　これらの場合，（＋）渦度は上昇流へ，（一）渦度は下

降流に対応する量であると考えられ，正確な渦度分布

は，台風の構造上から言っても重要なパラメータである

と考えられる．
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　今回は，　（＋）うず度のみで（一）うず度は台風圏内

では表示できないのではないかと考えられて来た藤田の

気圧分布式を用いて，渦度場の詳細な解析を行ってみた

結果，このモデルでも，内域は強い（＋）うず度，外域

は（一）のうず度が存在し，台風モデルとしてもすぐれ

ていることが明確になった．

2．台風圏内における気圧・風の分布

　台風の気圧分布に関する藤田の式は，次式で表示でき

る．

　　　　　　　　　∠P　　P（■）＝P。。一　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　　　　　　　　勺／1＋κ2

　ここで，

　P。。：台風の渦動の影響のなくなる周辺部における気

　圧．∠P＝P。。一・Po：台風の中心気圧の深度．」Po：台風

　の中心気圧．グ：中心距離．κ＝■／Zo．70：台風の気圧

　分布型（水平方向の拡がり）をきめる定数値．

　さらに，第2室戸台風の1961年9月16日03時における

値は，P。。＝990mb，∠」P＝55mb，名oニ40000m，である

ので，（1）式は次のように表示できる．

P（り一99住・一5ε・〔・＋（4。1。。）2rレ2

また，傾度風の式は，

　　γ　去〔イ・＋》押＋夢・署〕

または，

7・・一去〃〔一・＋｛・＋∫毒，署｝r

で表示できる．

　状態方程式は，

　　1　＿R＊Tび

　　ρ　　　P
ここで，

　　　　　　　T
　　T”＝
　　　　　　　　　　6　　　　　1－0．378　－
　　　　　　　　　P

（2）

（3）

　　　・〔・＋4嘆丁努（え）2（・＋（青）門羽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

　なお，ここで取り扱いを容易にするために，Tη≒Tと

置いた．つぎに，∂’V9θ＝0なる条件を求める．

　　　　　　　　　∂7

　　3（・＋（÷）2）＞斐　　　（8）

であるので（7）（8）式から次式を得る．

去∫〔一・＋｛・＋4肇丁望（尭）2（・＋

　　　（斎）2）門レ2〕一ヂ、斐（え）4R・T3

　　　（・＋（青）2）覗・〔・＋4肇丁斐

　　　（ゐ）2（・＋（霧）2）門脚レ2一・　（9）

　7＜200000mとすると，上式で，さらに次の様な関係

が成り立つ．

第1表
（9）（1・）式における項4禦劉ゑ）2

（・＋（÷）2）一％各中心距離・における大

きさ．ここで∠P＝55．O　mb，70＝40000m，
ノ～＊・＝287．04m2sec甲2K」1，　T：＝298．16。K，

∫＝：2，9sin30。．

（4）

7

（5）

（6）

　T”：仮温度．T：気温．P：気圧．8：水蒸気圧．

　1～＊：空気の気体定数．

（1），（4）式から∂砺θを求めると，

　　　　　　　　∂7

∂募θ一去∫〔一・＋｛・＋4肇丁ダ（尭）2

（・＋（青）2）一叙2｝レ2〕一づ一斐R＊T（義）4

（・＋（青）2）略〔婆＋3（・＋（÷）2）レ2〕
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4嬰斐（青）2（・＋（斎）2）覗＞・（・・）

　これらの項の各中心距離における大きさを，第1表に

示した．これらの条件から次の関係が成り立つ．

　　（7）〃9θmax《ジペ／百7。　一　　　　　（11a）

　　　　《ジ1・414270　　　　　　　　　　　　　（11b）

　すなわち，台風第6118号の9月16日03時について，こ

の値を求めると，つぎのようになる．

　　（プ）∂gθmax《ラ56．5km　　　　　　　　　　　　（12）

　（1）式で，P。。＝z4、

　　　　　　∠P＝＝Z42，70ニノ13，とおくと，

P（棚・一五2〔・＋（i、）2〕一レ2

讐一（詣，〔・＋（煮）2〕一翫2プ

（1）（4）（5）（13）（14）式の関係から，

最大風速　ygθm、xは，

7・・…一（霧）

・卜・＋｛1＋脚（孟辮去）r

さらに一般には，　z41＞且里
　　　　　　　　　　　＾／3

（13）

（14）

（15）

（16）

であるから，

％・…一（霧）〔一・＋｛・＋3綴食且、｝レ2〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
なる関係式を得る．

　第1図には，（1）（4）（14）式より求まる関係式を用

い，z43（＝z。）およびz42（ニ∠P）の各値から傾度風速の

最大値のあらわれる中心距離（7）〃gθm、、を求めるノモ

グラムを示した．

　この図では横軸は中心気圧の深度112（＝乙P）をとり，

縦軸には最大風速のあらわれる中心距離（7）〃gθm、、を

示した．

　ここで，（4）式を使用する際に∫＝29sin卯，g＝＝30。，

T・＝298．16。κなる値が用いられた．

　また70＝・30000m，35000m，40000m，42500m，

45000m，50000mのときの関係を1，2，3，4，5，6な

る曲線で表示し，　このときの中心距離（7）〃9θm、、の目

盛は縦軸の右端に示した．

　また，zo＝40000m，42500m，45000mについて，さ

らに詳細に∠P，名oによる（プ）Ogθm、xとの関係を1，，

2’，3，なる曲線で示し，この（7）〃gθm、．の目盛は縦軸

左端に示した．

　この図から113（＝7。）の増加と共に傾度風速の最大値

1985年2月
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台風にっいての藤田の気圧分布式（1）式お
よび（4）（14）式を用いたときのz43（・＝70）

および・42（二砂）と傾度風速の最大値のあ

らわれる中心距離（プ）〃gθmaxとの関係図．

ここで，∫＝＝29sinψ，～ρ＝・30。，T＝（273．16。

＋25Q）とした．縦軸は傾度風速の最大値
のあらわれる中心距離（km）．左側の目盛
1ノ，2ノ，3，曲線用，右側の目盛1，2，3，

4，5，6曲線用．横軸は中心気圧の深度
（＝∠カ，mb）．

のあらわれる中心距離（7）∂gθm、xが増大していること．

がわかる．

　またこの傾度風速の最大値のあらわれる中心距離（7）

〃gθm。xは，台風の中心気圧の深度∠Pによっても僅か

ながら変化し，∠Pが，5mb，10mb，20mbと増加す

るに従って，（7）gθm、xも男多少増加するが，∠Pが40

mb，50mb，60mbと増大しても，（7）〃gθmaxはほと

んど増加しなくなることがわかる．また（7）〃gθmaxと

ZO，∠Pの関係から，近似式（7）〃gθm、x膨＾／万名0は∠P

が十分大きいとき（例えば，∠P＞40mb）に成立する近

似解であることが確められた．
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（15）式を用い，台風の中心気圧の深度z42

（＝∠P）およびz43から傾度風速の最大値

γgθmaxを求めるノモグラム．ここで，
∫＝29sin～ρ，　～ρニ30。，　T＝273．16。十250，

横軸z42（＝∠P），縦軸ygθm、x，曲線。43＝

30000，40000，50000，60000，70000mの
各場合を示す．

　破線は，台風第6118号で，z43ニ4000m，

z42ニ55mbのときの79θmax　との関係を
示す．

　第2図は台風の中心気圧の深度・42（＝∠．P）および

ノ43（＝Zo）の値から（15）式を用いて，傾度風速成分の

最大値’Vgθmaxを求めるノモグラムである．横軸は

．42（＝∠P），縦軸は79θm、x（m／sec），図中の曲線Z43

（＝zo）は30000m，　40000m，　50000m，　60000m，

70000mの各場合を示している．破線は，・41ニ990mb，

z42（＝∠P）＝55mb，ノ13（＝zo）＝40000mのときには79θ

m、xが42m／secであることを示している．

3．うず度分布

うず度分布について調べよう．

極座標系における相対うず度ζは，

ζ一∂7θ＋7θ一∂7プ
　　　∂7　　7　　7∂θ

で与えられる．

（18）

18

　　　　　　　　　　　　∂177
円形対称性の渦度の場合は　　＝0であ
　　　　　　　　　　　　z∂θ

るので，傾度風渦度は次式で与えられる．

ζ一∂γ9θ＋」勉　　　　　　（19）
　　　∂7　　　■

　（1）（4）（19）式を用いると，

ζ一∫〔一・＋｛・＋4与IT斐（え）2

　　　（・＋（諾）2）rレ2〕一誓（素）4R＊T

　　　（・＋（青）2）一3〔4タ＋3（・＋（青）2）レ2〕・

　　　〔・＋4タIT劉鑑）2（・＋（青）2）一翫2〕一レ2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）

　ここで，

斐＜3（・＋（青）2）レ2　　（2・）

なることを考慮すると，

ζ÷∫〔一・＋｛・＋4肇丁望（義）2

（・＋（青

（・＋（ナ

（・＋（青

）

）

）

2）門レ2〕一3チ望（荒）4R・T

2）耀・〔・＋4肇丁斐（尭）2

2）一3／2〕一レ2　　　（22）

　つぎに相対うず度ζ＝0なる中心距離7を求める．

　（22）式でζ＝0とおき，この式の両辺に

〔・＋4肇丁劉鑑）2（1＋（青）2）門レ2

を乗ずると，

一∫〔・＋4肇丁斐（尭）2（・＋（÷）2）門レ2

　　　＋∫〔・＋4禦望鑑）2（・＋（青）2）r

　　　一亨2望（尭）4R＊T（・＋（青）2ア駆2（23）

さらに整理すると，

　　一∫＋∫〔・＋4嬰劉素）2（・＋

　　　（髭）2）門レ2

　　　一争・T（・＋（青〉2）等（鑑）2

　　　（4＋（斎）2）　　　　（24）

　両辺を二乗し，

4肇丁望（義）2（・＋（青）2）朋＞・（25）

なる関係を用いると，

、天気”32．2．
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第2室戸台風（9月16目03時）について藤田の気圧分布式を（1）（2）（4）（20）式用いて算

出した各中心距離7における気圧jP（ア），傾度風速17レθ（■），相対うず度ζ（7）の分布．

第2室戸台風（台6118号）藤田の気圧分布式（1）による

中心距離7

　0×103m
lO

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

130

140

150

160

170

180

190

200

210

220

230

240

250

気圧P（■）

935．Omb

936．64

940．81

946．00

951．10

955．64

959．49

962．71

965．40

967．66

969．57

971．20

972．60

973．82

974．89

975．82

976．66

977．40

978．07

978．67

979．21

679．70

980．16

980．57

980．96

981．31

傾度風速
’Vgθ（7）

　　　一1　m　sec
O．0

16．57

29．20

36．78

40．40

41．53

41．27

40．29

38．95

37．47

35．95

34．45

33．00

31．61

30．29

29．03

27．85

26．72

25．66

24．65

23．69

22．78

21．91

21．09

20．30

19．56

相対うず度
　　ζ

　lO－5sec－1
347．55

316．55

247．10

177．07

123．60

86．95

62．55

46．15

34．88

26．92

21．13

16．81

13．53

10．97

　8．94

　7．31

　5．98

　4．89

　3．98

　3．22

　2．59

　2．04

　1．58

　1．19

　0．99

　0．57

中心距離7

260×103m
270

280

290

300

310

320

330

340

350

360

370

380

390

400

410

420

430

440

450

460

500

600

700

800

900

気圧P（7）

981．64mb
981．94

982．22

982．48

982．73

982．96

983．17

983．38

983．57

983．75

983．92

984．08

984．24

984．38

984．52

984．66

984．79

984．91

985．02

985．13

985．23

985．61

986．34

986．86

987．25

987．56

傾度風速
’Vgθ（7）

　msec－1
18．84

18．16

17．51

16．89

16．30・

15．73

15．18

14．66

14．16

13．68

13．22

12．78

12．36

11．95

11．57

11．19

10．83

10．49

10．16

9．84

9．54

8．43

6．31

4．85

3．82

3．07

相対うず度
　　ζ

　10－5sec－1
　0．32

　0．11

－0．07

－0．22

－O．37

－0．47

－0．56

－0．64

－0．71

－0．76

－0．81

－0．82

－0．87

－0．89

－O．91

－0．92

－0．92

－0．92

－0．92

－0．92

－O．91

－0．86

－O．68

－0．52

－0．39

－0．30

4（・＋（素）2）η2

∫～＊T

∫2

努（素）2（4＋（÷）2）2 （26）

なる近似式を得る．

　台風第6118号（9月16日03時）の気圧分布式を用い

る．

　　∠P＝55mb，zo＝40000m，

　　R＊＝287．04m2sec－1K」1
　　　　　　　　　　　　　，
　　T＝＝298．16。K，ノ’＝：29sin～ρ，　～ρ＝30。

なる値を代入し，

尋霧（尭）2一矧

1985年2月

（27）

　　」L＝κ　　　　　　　　　　　　　　（28）
　　ZO
と置くと，（26）式は次のようになる．

　　（1＋x2）7／2ニ．Bノ（4＋x2）2　　　　　　（29）

　ここで，P＝980mbとすると，

　　Bノ＝141．3，劣＝5．4となり，

（28）式から

　　（7）ζ＝o＝276000m　　　　　　　　　　（30）

となり，　（20）式の全項を考慮して算出した値

　　（7）ζ＝oニ276000m　　　　　　　　　　（31）

にくらべると，近似式（30）式の値がかなり小さいこと

がわかる．

　このことは，かなり精度のよいうず度0の地点中心距

離を示す近似式を求める目的で小さい項を省略したが，
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58 台風圏内における気圧・風・渦度の分布

第3表　台風第6118号（1961年9月16日03時）についての相対うず度ζの各頂の大きさの比較．

プ（km）

100

200

300

400

∫＝29sin30

0．OOOO729

0．0000729

0．OOOO729

0．0000729

P7

10．862364

4．249352

2．490313

1．793264

701～1＝一∫十P7・∫

0．000718

0．000236

0．OOOIO8

0．000057

P12

0．005514

0．0008967

0．OOO2793

0．000119

P1317・R2
0．092061

0．235330

0．401556

0．557642

O．OOO507

0．000211

0．0001122

0．000066

ζ

　0．0002113

　0．0000259

－O．0000036

－0．0000090

この際用いた（25）式は，7が小さいときは正確に成り

立つが，200000m以上300000m付近では，十分な精

度で成り立たなくなり，近似式（29）式の精度が十分で

なくなっていることに起因しているものと思われる．こ

のことは，後述の（1）（4）（20）式を用い各を近似なし

に求め，　うず度ζニ0・sec－1の中心距離を算出し，第

3図に，台風の中心気圧の深度∠Pおよび水平方向の

気圧分布型を示す定数Zoの関数として図示した．

　第2表には，台風第6118号（1961年9月16日03時）に

ついて藤田の気圧分布式（2）式を用いたときの中心か

ら各距離における気圧P（7），（4）式による傾度風速

γ9θ，（20）式による相対うず度ζ（7）の分布を示した。

　この表から最大傾度風速7gθmaxは，中心距離7膨

50～60㎞で42m／secくらいであることがわかる．

　また相対うず度ζは中心付近では，347・10樽5sec－1と

かなり大きい（＋）の値であるが，中心距離7が増す

につれてその値は減少し，7＝276km付近で0となり，

それ以遠では（一）値に変わり，その大きさは（一5～

一10）・10－6secq1くらいの値を示している．

　さらに（22）式を台風第6118号に適用したときの相対

うず度を次の（32）式で表示した．

ζ一イ＋∫｛・＋5ao蜜＊T（・＋（4。1。。）2）覗

　　（4。1。。）2｝1／2一・65∫（4。1。。）2（4。1。。）2

（・＋（4。1。。）2）璽多・〔・＋5禦寄＊T

　　（4。1。。）2（・＋（4。1。。）2）一叙2rレ2　（32）

　ここで，

　。41ニ990．O　mb，ノi2（＝・∠P）ニ55．O　mb，113＝70＝40000

　　m，ノ～＊＝＝287．04m2sec甲2K－1，T＝298．16。K．

　さらに（32）式の各項の大きさを（33）～（37）式で表

示した．

｛・＋5睾寄＊T（・＋（4。1。。）2）魂

　　（4。1。。）2｝レ2－P7　　　（33）
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　　　　　　　　　　　　　　　Aβ

藤田の気圧分布式（2）相対うず度分布式
（20）を用い，うず度ζ＝0のあらわれる
中心距離（7）ζ＝0を1色2（＝∠ρ），1蛋3（＝70）

より求めるノモグラム．

一∫＋！｛L・＋5a饗＊T（・＋（4。ぎ。。）2）覗

　　・（4。1。。）2｝レ2一一∫＋∫・P7－7・R・（34）

・6a・∫（4。1。。）2（4。1。。）2（・＋（4。ぎ。。）2）一y2

　　　1～＊T
　　・　　＝P12　　　　　　　　　（35）
　　　∫2P

〔・＋5禦書丁（4。1。。）2（・＋（4。論。）2）「魂

　　・＝P13　　　　　　　　　　　（36）
・6翫・・∫（4。1。。）2（4。1。。）2（・＋（4。1。。）2）岬レ2

鐸・〔・＋5a留＊T・（4。ぎ。。）2

（・＋（4。1。。）2）一叙2〕一レ2－P・2・P13－7・R2（37）

とおいて，これら各項の中心距離■＝100km，200km，

、天気”32．2．



台風圏内における気圧・風・渦度の分計

300km，400kmの各における値を第3表で示した．

　第3図は台風の気圧分布に関する藤田の式（2）およ

び相対うず度ζの分布式（20）を用い・42（＝∠P）およ

びノ43（＝z。）の値から相対うず度ζニ0なる中心距離

（7）ζ＝oを求めるノモグラムを示している．

　同図で，破線は台風第6118号に適用したとき，113ニ

40000m，z42（ニ∠P）＝55mbから相対うず度ζが0に

なる中心距離（7）ζ一。ニ276kmが求まることを示してい

る．

　4・気圧・風速・相対うず度分布の実際例

　台風第6118号（1961年9月16日03時）について，藤田

の気圧分布式および著者が作成した分布式を用い，この

台風の圏内における気圧P（7），傾度風速7gθ（7），相対

うず度ζ（7）の各中心距離における値を算出し，これら

相互の値の比較検討を行った．

　先づ第4図に藤田の気圧分布式（2）を用い，傾度風

速の式（4）および相対うず度ζ（7）の各について中心

距離500km以内における値を図示した．

　この図から傾度風速’Vgθの最大値は中心距離52～53

km付近で42m／secに達していることがわかる．

　さらに相対うず度ζは中心付近で348・10－5sec『1に

達しており，中心距離の増すに従って減少し，中心距離

276kmで0になりこれから周辺部では（一）域となり

5～10・10『6sec－1くらいの値を示している．

　第5図は，同台風について，気圧分布式は台風の中心

が通過した洲本の気圧の記録紙の読取値と台風の移動速

度から著者が作成したものである．かなり精度よく表示

することができる．

P（7）一軌罫ん・in（蓋κ＋伽）　（38）

　ここで，

ズーδ＋・1・9（5）　　　（39）

　さらに定数値を代入すると，

　p（7）＝・932．1334十5．65∬十5．6783sin

　　（を＋2・8・44）＋・・6・18sin（一釜κ＋245・・）

　　＋住5・48sin（卜＋36846）＋α58・5sin

　　（一多πκ＋2341・）　　　（4・）

　　　　　　　　　　　グκ＝1・0000＋6・241961・g一　　　　　（41）

　　　　　　　　　　　10

気圧も眼の半径10km以内では，935mbで，ほと

1985年2月
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度風速γ9θ（7）相対うず度ζ（7）の分布．
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100　　200　　300　　400　　500r（魎）

台風第6118号（9月16日03時）の気圧分布
式　　（40）　　　1⊃（7）＝＝932．1334十5．65∫十

a6783sin（争＋Z8・44）＋・・6・88sin

（予＋245・・）＋α5148sin（争＋

36486）＋α58・5sin（号πx＋a34・・）・

　　　　　　　　　　　　　　　グ式（41）％ニ1．0000＋6．24196109一，（42）
　　　　　　　　　　　　　　10
および（43）式を用いた際の気圧P（7），傾

度風速7gθ（7），相対うず度ζ（7）の分布
図．

んど一定であり，眼の周辺では気圧傾度は大きい値を示

している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　一方傾度風速は眼の内側では179θ÷0である．
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60 台風圏内における気圧・風・渦度の分布

傾度風速％θは（3）（39）式から

γ・・一一一歩〃＋〔（透r∫・）2＋鑑釜窪。・

｛曜1瞭…（寺＋伽）｝〕櫨　（42）

　相対うず度ζは（19）（42）式から次式で表示でき

る．

ζ一一∫＋〔（矧＋R多Tb£・・｛A㌔讐、轟

　　琵…（卜＋砺｝〕魂・〔｝∫・7＋撃劣

　　b£、。｛A＋澤1ん号㎝（寺＋砺）｝

一鍔（b£1。）2n窒1ム（ヂ血

　　（菱ズ＋砺）〕　　　　（43）

　中心距離50km付近で最大風速42msec－1に達して
いる．

　相対うず度ζは眼の内側ではほとんど0であり，眼

壁■＝10km付近で335・10曙5sec－1に達し，周辺部に

ゆくにつれて急速に減少しており，中心距離330km付

近から（一）値になっている．

　第6図は同台風について，気圧分布式としては，下記

の（44）式を用いた．

　　P（り一…a・穿｛・xp（一寄）＋・xp（一秀）｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（44）

　ここで，∠Pニ80mb，71＝40km，72＝220km，眼の

大きさZoo＝10kmとした．

　すなわち，

　　7＝・z。。＋R　　　　　　　　　　（45）

　Zoo；眼の半径．R：眼の外側の境界から動径方向の距

離
　この気圧分布式（44），（45）を用い，傾度風速％θは（4）

式で，さらに相対うず度ζは（19）式によって算出し

た．

　このときの傾度風速179θは次式で表示できる．

7・・一4〔一・＋｛・＋2鍔丁矧議・xp（一署L）

＋青exp（一秀）｝レ2〕

さらに相対うず度ζは次式で求まる．

ζ一∫〔一・＋｛・＋饗∠タ（え・xp（一寄）

（46）
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台風第6118号（9月16日03時）について気

　　　　　　　　　　　　　　　∠P圧分布式（44）　P（7）＝1005．0一一
　　　　　　　　　　　　　　　　2
｛exp（一斉）｝＋exp（一秀）｝・式（45）・一

700十R（ここで　∠Pニ80mb，71ニ40km，
72＝220km，700＝10km）および（46）（47）

式を用いて算出した気圧P（7），傾度風速
7gθ（7），相対うず度ζ（7）の分布．

＋青・xp（一秀））｝レ2〕一辮P〔・＋2鍔丁

4（議・xp（一寄）＋青・xp（一秀））〕覗・

・〔｛う穿（議・xp（一鍔）＋青・xp

（一秀））＋1｝・（ナ・xp（一寄）＋青・xp

（一秀））＋｛素・xp（一寄）＋歩・xp

（一秀）｝〕　　　　（47）

大体においてこの場合は第4図，第5図の場合と類似

しているが，最大風速’Vgθmaxは中心距離50km付近

で，46m　sec一1に達しており，相対うず度ζの最大値

は，半径10kmの台風の眼の外縁で，（＋）450・10－5

sec－1に達しており，藤田の気圧分布式や著者の対数目盛

の多項式によるものより大きい値を示した．なお第2室

戸台風の気圧分布式で藤田の（2）式を用いた場合と，対

数多項式（40）（41）式を用いた場合と指数分布式（44）

式を用いた場合の比較を第4表に示した．

22 、天気”32．2。



第4表

台風圏内における気圧・風・渦度の分布

第2室戸台風の気圧分布で藤田の式（2），および対数目盛多項式（40）

（41）指数分布式等を用いたときの最大風速，うず度等の分布の比較．

61

（1）中心気圧（mb）

（2）傾度風速ygθの最大値（msec『1）

（3）最大風速のあらわれる中心距
　　離（7）∂9θmax（km）

（4）相対うず度ζの中心付近にお
　　ける最大値（10－5sec『1）

（5）相対うず度ζがOになる地点
　　の中心距離（km）

（6）眼の表示

藤田の気圧分布式
（1）式を用いた場合

　　935

　　　42

近似式56
　　52．6

348

276

うず度の最大が中心付
近にあらわれる

対数目盛多頂式の（40）
（41）式を用いた場合

935

42

50

335

330

半径10km

指数分布式（44）式
による場合

933

46．5

50

450

350

半径10km

　5．まとめ

　台風の気圧分布式で，藤田の式を用いた際の最大風速

および，そのあらわれる中心距離を求める表示式とを作

成した．

　また，これらを算出するノモグラムを作成した．以下

得られた結果をまとめてみる．

　①傾度風速の最大値7gθm。xは，台風の中心気圧の

深度∠Pおよび台風の気圧分布型をきめる定数値z。の

両者によってきまり， ∠P，Zoとも，その値が大きくな

る程傾度風の最大値γgθm、xは増大することを示し

た．

　②傾度風速の最大値のあらわれる中心距離（7）〃gθm。x

は，台風の水平方向の気圧分布型をきめる定数値70に

よって，最も大きく左右され，この値の増大する程，こ

の最大風速のあらわれる中心距離（7）びgθm。xは増大

する．しかしながら，中心気圧の深度∠Pも，二次的

ではあるが，最大風速のあらわれる中心距離に影響を与

え，この値の増大する程，傾度風速の最大値のあらわれ

る中心距離（7）∂gθm、xも僅かながら増大している．

　③この傾度風の最大値のあらわれる中心距離を表示す

る近似式（7）〃gθmax＝4万7。も求められた．この近

似式は（7）∂gθm、xとZ。，∠Pとの関係から∠jpが十

分大きいとぎ（例えば∠P＞40mb）に成立する近似解

であることが確められた．

　この近似式の方が台風の気圧分布型をきめるz。の増

大するにつれて，3～6km位やや大ぎく表示されるこ

とがわかった．

　④次にこれまで藤田の台風の気圧分布式は，中心域に

おける（＋）うず度域は表示するが，周辺部にあらわれ

る（一）うず度域は表示できないと考えられてきた、

　今回著者は，詳細に各中心距離におけるうず度の値を

1985年2月

算出し，藤田の分布式を用いた際も，周辺部における（一）

うず度域を表示でぎることを示した．

　⑤さらに藤田の式を用いた際の中心部における（＋）

うず度，周辺部の（一）うず度の境界であるうず度0な

る地点の中心距離を求める近似式を導いた．

　また全項を用いた際のうず度0の中心距離を算出でき

るノモグラムを，中心気圧の深度∠Pおよび台風の気

圧分布型を示す定数7。の関数として作成した．

　⑥台風圏内の気圧，傾度風速，うず度の分布につい

て，藤田の式および著者が以前作成した2種類の分布式

を用い，第2室戸台風に適用して，各これらの3要素の

分布図を作成した．比較を行った結果，いずれも，よく

対応する分布図がえられた．特に藤田の式（1）と著者の

対数目盛・多項式を用いた（40）（41）式とは，傾度風

速の最大値や，この最大風速のあらわれる中心距離およ

びうず度の最大値は，ほとんど互いに近い値を示した．

　⑦しかし，藤田の式は，台風の気圧分布型をきめる定

数値がきわめて少ないため，全体的には精度はよいが，

眼の付近の表示にやや十分でない点がみられた．すなわ

ち，うず度の最大値が台風の中心部分に表示された．

　この点，中心付近をより正確に表示するため，中心距

離を対数目盛で表示し，多くの各中心距離上の地点の気

圧値を用い，調和解析法を併用した著者の（40）　（41）

式を用いた場合は，眼の内側では，風速・相対うず度と

も，ほとんど0になり，相対うず度も眼の外縁で最大値

に達し，外側に向けて急速に減少している．

　このことは（＋）うず度の大きさと鉛直流の関係か

ら，一般の台風では，眼の内側では，鉛直流はほとんど

なく，眼の縁で，上昇流が最大値に達し，これより外側

では急速に減少しており，これに対応して，気圧分布に

よる眼の縁の位置よりも外側に巨大な積乱雲壁が存在

23
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し，レーダーエコーでも環状エコーが観測されるなどの

観測事実とも，かなりよく合致する．これらの状況は第

5図から推測できる．

　なお，指数分布式を用いた際は，傾度風速や相対うず

度とも，その最大値が，やや大きく表示された．
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